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近畿情報通信セミナー2020

舞鶴版Society5.0 for SDGsとデジタル・ガバメントの推進



【舞鶴市の基本スペック】

• 京都府の北部に位置
• 人口 81,160人、世帯 40,410人
• 旧軍港（肉じゃが）と城下町（麒麟がくる）
• 赤れんがのまち
• 引き揚げのまち



【自己紹介】

名 前 ： 吉崎 豊
仕 事 ： 舞鶴市役所

１．情報システム課長
２．舞鶴版Society5.0推進本部に

てAi-OCR RPAチームリーダを
務める

３．情報処理安全確保支援士
経 歴 ： 長い（２０世紀からこの業界）



【本日のアジェンダ】

• 舞鶴版Society5.0 for SDGsの取組み

• 旧軍港４市＋によるデジタルガバメント推
進広域研究会

• 最近なに考えてる？
• 心がけていること・・・



ひと・まちが輝く 未来創造・港湾都市
ＭＡＩＺＵＲＵ

～心が通う便利で豊かな田舎暮らしができるまちづくり～
舞鶴版Society5.0 for SDGs

令和２年1２月
－舞鶴市－
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京都府舞鶴市

＜取組課題＞
安心して生活できる環境の維持

 京都舞鶴港スマート・エコ・
エネルギーポート化推進事業

 万願寺甘とう等におけるスマー
ト農業の展開

 ＡＩやＲＰＡを活用した行政
の効率化

エネルギー

人流・物流 交通

環境

経済 社会
 ＭａａS 導入のまち
 農福連携を通じた社会的
弱者の社会参画促進

 舞鶴版Society5.0 を担
う未来創造人材の育成

＜取組課題＞
舞鶴版「地域循環共生圏」の創造

農業
人づくり

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ

循環型社会
適応策

AIやICTなど先進技術の活用により日常生活の利便性向上や都市機能の効率的利用、ヒトとヒトのつながり強化、
社会的弱者等の社会参画等を進め、新たな価値創造によりまちの持続可能性を高める「舞鶴版Society5.0」を
推進し、未来型の便利ないなか暮らし『 ヒト、モノ、情報、あらゆる資源がつながる“未来の舞鶴”』 を実現。

 Re100 宣言（再生可能エネルギーの地産地消実現）
 ICTの活用による循環型社会形成の推進
 産官学連携による防災・減災システム導入

『 ヒト、モノ、情報、あらゆる資源がつながる“未来の舞鶴”』創生事業

行政運営

＜取組課題＞
地域経済の維持・拡大

資源をつなぎ活用する
ことで自立と共生を促進
決済データ/交通データ/

再エネデータ/マッチングデータ等

民間企業
教育機関等

情報の
オープン化

連携

コワーキングスペース（㈱Ｊ＆Ｊ
事業創造が運営）による交流や
IT人材育成

オムロンソーシアルソリューションズ㈱
と進める乗り合い等マッチングサービ
スによる繋がる機会の創出

②共助による移動手段等
導入による実証実験

①J&Jとの連携による舞鶴
版 SDGs PR促進事業

舞鶴版Society5.0実装推進事業
①Ｊ＆Ｊとの連携による舞鶴版SDGs PR促進事業
②共助による移動手段（meemo（仮称））導入に
よる実証実験

子ども達への
プログラミング教室

スマート・エコ・ エネルギーポート化による
京都舞鶴港の価値の拡大

赤れんがパークに設置した
コワーキングスペース

三側面をつなぐ統合的取組

「舞鶴版Society5.0」を推進し、地域の持続可能性を高める取組（ＳＤＧｓ）



【舞鶴市のSociety5.0実装推進事業】

マッチングによるお互いさま社会の実現

店 舗

自律社会の実現

キャッシュレス
＆省力化共 生

助けが必要な人と力になりたい人が
簡単に安心して出会える

再生可能
エネルギー モニタリング

若者
チャレンジ

完全キャッシュレス社会の実現
・インバウンドも高齢者もラクラク買い物
・地域商店街の生産性もアップ

土木インフラの異常や
自然災害の発生を検知

ビッグデータ＋AIによる
街全体の見守り

ITスキルをもった若者の育成
IT産業の創造をおこなう

・再生可能エネルギー地産地消
・再エネ率100％を目指す

お互いさま
プラット
フォーム

プラットフォーム構築＆データ連携

ＳＤＧｓ未来都市として、持続可能なまちづくりを推進

舞鶴版Society5.0の実装推進により





マッチングによるお互いさま社会の実現

店 舗

キャッシュレス
＆省力化共 生

再生可能
エネルギー モニタリング

若者
チャレンジ

完全キャッシュレス社会の実現

ビッグデータ＋AIによる
街全体の見守り

ITスキルをもった若者の育成

お互いさま
プラット
フォーム

都市ＯＳ基盤

Society5.0実装推進事業を進めた、将来的なスマートシティの姿

Ａ Ｂ
Ｃ



舞鶴版 Society 5.0 推進本部

ＡＩ-ＯＣＲ，ＲＰＡ エネルギー 共生（meemo） 若者チャレンジモニタリング

市長

副市長

本部長（政策推進部長）

副本部長（市長公室長）

企業誘致 戦略的広報

産業創造・雇用促進課長

2020年度

企画政策課長 移住・定住促進課長改革推進課長 広報広聴課長

リカレント教育

京都電子計算 オムロンソーシアル
ソリューションズ

オムロンソーシアル
ソリューションズ

オムロンソーシアル
ソリューションズ J&J事業創造

ＫＤＤＩ ハッシャダイファクトリー

連携・協働 連携・協働 連携・協働 連携・協働 連携・協働

舞鶴高専

域内交通事業者

美京都

京都産業大学

連携・協働

ポリテク

海上自衛隊

産業振興部

産業振興部全体と
一体で推進

部内各課



特別定額給付金事務にＲＰＡ導入



今回の給付金事務処理統計

ＲＰＡ導入による確かな効果、住民サービスの向上

• 対象40,540世帯のうち約19％
にあたる7,651件をAI-OCR & 
RPA で処理

• １日最大で2,047件を処理、手
入力約10人分の処理能力



デジタル・ガバメント
推進広域研究会の
発足について

2020年11月4日

神奈川県横須賀市
広島県呉市

長崎県佐世保市
京都府舞鶴市

トッパン・フォームズ株式会社
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2 主な活動内容

「地方自治体行政事務」における「効果的な業務進捗管理」を実現するため、
以下の事項についてWeb会議形式を中心に検討を行う。

※2 BPMSとは、BPMの実行を支援する情報システムの総称です。

 業務プロセスに関する業務の現状（AS-IS）調査、
あるべき姿（TO-BE）分析

 デジタル化範囲の検討

 BPMS※2を活用した業務プロセス改善モデルのプロトタイプ
開発、有用性検証
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5 地方自治体行政事務の目指す姿

自治体業務プロセス

情報共有
進捗管理

ワークフロー
電子決裁TO-BE

（あるべき姿）

紙
ベース

紙決裁
（押印） 属人化AS-IS

（業務の現状）

ペーパーレス
デジタル化

BPM BPM BPM



【最近なに考えてる？】

• 体幹を鍛える

• 庁内OSは実現できるか？



【心がけていること・・・】

• 攻守のバランス

• 情報は分かちあうもの
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